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(単位：百万円)

【損益ダイジェスト】

当2Ｑは、業績予想に対し、売上11億円、

各利益1億円未達

物件販売件数は、底固いが２Ｑ後半に減速

高額物件の取引が未だ停滞

滞留物件は、早期の売却を図るため、価格
調整を実施 ⇒ 粗利益率が低下

棚卸評価損を売上原価に684百万円計上

（1Q：627百万円、2Q：56百万円）

1-1 第2四半期 連結業績ハイライト

【貸借対照表ダイジェスト】

積極的な物件売却により､たな卸資産減少

⇒総資産の圧縮が大きく進展

・総資産は、前期末から約78億円の圧縮

【リノヴェックスマンションの販売実績】

2009年5月期第2四半期 （2008.6～2008.11）

販売件数： 691件

平均単価： 27百万円

(前2Q比：△61件）

(前2Q比：△1百万円）

当２Ｑ 業績予想※ 予想差

売 上 高 19,953 21,117 △ 1,163

営 業 利 益 △ 182 △ 80 △ 102

経 常 利 益 △ 617 △ 518 △ 99

四 半 期 純 利 益 △ 765 △ 654 △ 111

当２Ｑ 前期末 前期末差

総 資 産 31,430 39,229 △ 7,799

た な 卸 資 産 23,541 31,194 △ 7,653

自 己 資 本 比 率 15.2% 14.4% ＋0.8ﾎﾟｲﾝﾄ

※業績予想： 前回2008年9月30日公表した数値
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1-2 第2四半期 連結損益計算書サマリー

当１Ｑ： 物件販売の粗利益率の低下、棚卸評価損627百万円が売上総利益を

押し下げ。

当２Ｑ： 物件入れ替えの進展にともない、利益率が少しずつ改善し、２Ｑ単の

営業利益及び経常利益を確保。

棚卸評価損56百万円は、ほぼ想定水準に止まる。

(単位:百万円）

金額 売上比 金額 売上比 金額 売上比 前2Q差異 予想差異 金額 売上比

10,668 100.0% 9,284 100.0% 19,953 100.0% △ 5,579 △ 1,163 21,117 100.0%

419 3.9% 977 10.5% 1,397 7.0% △ 2,541 △ 181 1,579 7.5%

△ 400 △ 3.8% 218 2.3% △ 182 △ 0.9% △ 2,041 △ 102 △ 80 △ 0.4%

△ 619 △ 5.8% 1 0.0% △ 617 △ 3.1% △ 1,879 △ 99 △ 518 △ 2.5%

△ 622 △ 5.8% △ 143 △ 1.5% △ 765 △ 3.8% △ 1,486 △ 111 △ 654 △ 3.1%

経常利益

2009年5月期
2Q累計  (6-11月）

2009年5月期
1Q

2009年5月期
2Q累計 予想
（2008 .9 .30公表）

2009年5月期
2Q

四半期純利益

売  上  高

売上総利益

営業利益

■ 物件入れ替えの進展により、第２四半期に収益性が改善
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(単位:百万円）

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

 たな卸資産 31,194 79.5% 23,541 74.9% △ 7,653 △ 24.5%

 その他流動資産 1,967 5.0% 1,982 6.3% 14 ＋0.7%

33,162 84.5% 25,523 81.2% △ 7,638 △ 23.0%

6,067 15.5% 5,906 18.8% △ 161 △ 2.7%

39,229 100.0% 31,430 100.0% △ 7,799 △ 19.9%

24,167 61.6% 20,229 64.4% △ 3,937 △ 16.3%

9,425 24.0% 6,423 20.4% △ 3,001 △ 31.8%

33,592 85.6% 26,653 84.8% △ 6,938 △ 20.7%

5,637 14.4% 4,776 15.2% △ 860 △ 15.3%

39,229 100.0% 31,430 100.0% △ 7,799 △ 19.9%【負債及び純資産合計】

【　負 債 合 計　】

【 純資産 合 計 】

  流  動  資  産

【　資 産 合 計　】

  固  定  資  産

  流  動  負  債

  固  定  負  債

2008年5月期
期末

2009年5月期
2Q末

前期末比 ◆販売の促進、仕入調整により

通常物件が大幅に減少。

◆長期保有収益物件(ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ等）

・保有高：48億円、７件

(前期末比：増減なし）

■ 物件販売の促進により、たな卸資産及び負債が圧縮

1-3 第2四半期 連結貸借対照表ハイライト

◆販売促進による在庫減少に
より、有利子負債残高が減少

・有利子負債残高： 246億円

（前期末比：△68億円、△21.7％）

通常物件 122億円 (△82億円）

112億円 (＋5億円）

244件 (△2件）

賃貸収入
物件



２．外部環境の検証 【マンション市場の動向】

INTELLEXINTELLEX



7

■ 首都圏マンション価格は、中長期上昇トレンドから下落調整局面へ

2-1 中古マンションの成約価格の推移

首都圏の中古マンション成約価格の変動率
（2003年～2008年）
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※（財）東日本不動産流通機構（東日本レインズ）のデータを基に当社が作成

※２００３年１月の成約価格を基準値にして、
坪単価（３ヶ月移動平均）の推移を指数化

2007年まで中長期の価格
上昇トレンドで推移

2008年初頭をピークに
価格が下落調整局面へ

首都圏でもエリアにより
価格トレンドが二極化

東京が首都圏エリアの
価格高騰・下落を主導

首都圏郊外エリア（特に
千葉、埼玉）は価格変動
幅が比較的小さい

二極化
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首都圏の中古マンションの在庫推移
（2003年～2008年）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

03
/2 5 8 11

04
/2 5 8 11

05
/2 5 8 11

06
/2 5 8 11

07
/2 5 8 11

08
/2 5 8 11

東京

神奈川

千葉

埼玉

■ 首都圏マンションの在庫水準は、価格下落後も依然高止まり

2-2 中古マンションの販売在庫の推移

※（財）東日本不動産流通機構（東日本レインズ）のデータを基に当社が作成

※月間の販売在庫件数を３ヶ月移動平均化

2006年まで、首都圏在庫
は25,000戸の水準で安定

2007年以降、価格上昇と
共に、在庫が拡大

2007年以降、エリアにより
在庫の増加幅が二極化

特に東京は、価格高騰と
共に、在庫が急増

2008年以降、価格下落
にも関わらず、在庫調整
が進展せず高止まり水準

価格上昇率が少ない千葉
埼玉では安定した水準

（戸数）

二極化

東京

神奈川

千葉

埼玉
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３．2009年5月期 重点施策の進捗状況
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■ 市況低迷の中長期化を想定し、抜本的な事業体質の強化を図る

3-1 2009年5月期の重点方針の確認

営業戦略

在庫物件入れ替えの早期実現

早期に、滞留物件を処分し、
商品の入れ替えを完了させる

量より質を追求した仕入に注力し
粗利益率を向上

余力のある施工能力を背景に
事業期間を短縮

事業回転率の向上

組織・財務戦略

組織再編の実施

店舗の閉鎖統合による
ランニングコストの削減

グループ内人員の再配置、及び
人件費コストの削減

有利子負債の圧縮による
営業外費用の削減

運営コストのダウンサイジング

総資産のスリム経営を推進
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たな卸資産 その他 自己資本比率

【総資産の圧縮に向けた取り組み】

物件の早期販売、仕入の調整を実施

総資産の圧縮 有利子負債の削減

総資産及び自己資本比率

3-2 総資産の圧縮による財務体質の強化

【当２Ｑ末 （2008.11）】

・総資産： 314億円
･有利子負債： 246億円
・自己資本比率：15.2％

【前１Ｑ末 （2007.8）】
〔総資産の圧縮をスタート〕

・総資産： 443億円
・有利子負債： 367億円
・自己資本比率：12.5％

◎ 事業期間の短縮化により、事業回転率を高め、

総資産の効率経営を
強化する

【当期末の目標】
・総資産 ： 300億円

総資産▲129億円、有利子負債▲120億円 圧縮

総資産
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▼ 契約済： 11件

▼ 未契約： 62件
・在庫残高： 29億18百万円

・評価損済み： 3億15百万円

■ 滞留物件の売却が、早期の収益回復に不可欠

ｔ （時間）

3-3 在庫圧縮に向けた物件売却の進捗状況

仕入

2007年

p（価格）

売却損

仕入価格が高騰した時期

早期売却

仕入時期： 2007年1～12月

売却損が発生しやすい時期

価格調整

2007.1-12
契約ﾍﾞｰｽ

1,621件

【仕入】 【売却】
契約ﾍﾞｰｽ

2007.1-12：642件
2008.1-5 ： 557件
2008.6-8 ： 192件
2008.9-11： 82件

売却 計 ：1,473件
（91％）

残高： 73件 （4％）

【賃貸物件】 75件 （5％）

損失発生懸念

のある物件

〔残高73件の直近の状況〕

売却

（2008.12月現在）
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3-4 物件入れ替えの進捗状況

■ 四半期・在庫鮮度別の物件販売構成 (仕入、販売：ともに契約ベース）

物件入れ替えを積極的に展開中

当２Qに、2008年仕入れた物件の割合が、
2007年以前の物件を上回る

鮮度が高い物件ほど、販売時の利益率が
高くなる傾向

販売を促進し、鮮度が高い物件も含め、
商品回転率を向上させる

85％
（376件）

15％
（67件）

63％
（212件）

37％
（123件）

25％
（85件）

75％
（258件）

前4Ｑ

当１Ｑ

当２Ｑ

2008.3-5

2008.6-8

2008.9-11

2008年に仕入れた物件2007年以前に仕入れた物件

99％
（331件）

前３Ｑ 2007.12-08.2

1％
（2件）

【販売概要】 (平均値）

- 2008年に仕入れた物件 -

▼ 販売価格： 25百万円

▼ 粗利益率： 12.3％

▼ 事業期間： 120日

※販売契約ベースであり、参考値です
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3-5 商品化期間の短縮状況

■ 事業回転率の向上を目的に、商品化の期間短縮を推進

事業期間120日の目標に向けて
商品化期間の短縮が重点課題

業務フロー及び体制の見直しにより
商品化期間が着実に短縮

業務効率の進展による施工余力を
一般ﾕｰｻﾞｰ向け内装事業に活用

仕入
決済

内装
完成

内装
着工

販売
開始

販売
決済

販売
契約

仕入
契約

商商 品品 化化 期期 間間

リノヴェックス事業期間

事業期間事業期間120120日に向けて日に向けて

2007.11
（前２Ｑ末）

79.7
日

2008.11
（当２Ｑ末）

43.1
日

2008.5
（前期末）

62.8
日

期間の短縮が着実に進展

→商品化期間の目標商品化期間の目標4545日内日内で推移

※商品化期間： 物件取得⇒下見調査⇒プランニング

⇒内装工事⇒竣工検査⇒完成
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■ 収益力強化に向けて、コスト削減策が着実に進捗

3-6 収益体質の強化に向けたコスト削減状況

組織再編の実施 運営コストのダウンサイジング

店舗の閉鎖統合による
ランニングコストの削減

グループ内人員の再配置
及び人件費コストの削減

有利子負債の圧縮による
営業外費用の削減

重
点
方
針

効率経営による収益体質の強化

【当２Ｑ累計の運営コスト】

･販売費： 前２Ｑ比で 36.4％の削減
・人件費： 6.8％の削減
・一般管理費： 24.1％の削減

販管費 計： 前２Ｑ比で 24.0％の削減

コストコントロールによる継続的な固定費削減

進
捗
状
況

【当２Ｑ累計の金利コスト】・・負債圧縮に連動

･金利コスト（支払利息+支払手数料）： 448百万円

（前２Ｑ比： 26.9％減）

不動産賃貸収入（月間１億円）相当額で吸収
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４．2009年5月期 連結業績見通し
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収益体質の改善のため、物件の

入れ替えの完了を目指す

収益性の比較的高い物件の売却

が進み、繁忙期（４Ｑ）に収益性の

改善を見込む

棚卸評価損、追加1億円見込む

（３Q、４Q各50百万円）

4-1 2009年5月期 連結業績予想及び配当予想

【2009年5月期 配当予想】

金額 売上比 金額 売上比 前期比

売  上  高 47,448 100.0% 41,622 100.0% △ 12.3%

営業利益 2,117 4.5% 1,174 2.8% △ 44.5%

経常利益 984 2.1% 362 0.9% △ 63.2%

当期純利益 545 1.1% 146 0.4% △ 73.2%

１株当たり
当期純利益(円)

8,901.24 － 2,379.63 － △ 73.3%

期中平均株式数 61,312 － 61,500 － －

2008年5月期
通期実績

2009年5月期
通期予想 (2008.9.30公表)

中間期末 期末 年間 連結配当性向

29.4%－ 700円 700円

市場環境は、依然として資産デフレ
の厳しい状況が続くことを想定

今後の市場動向や販売状況を
見極める必要があることから、

通期の業績予想を据え置き
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売上区分別の内訳見込

リノヴェックスマンションの
販売見込 （通期）

25.7百万円

1,547件
（前期比：＋43件）

【販売件数】

【販売単価】

（前期比：△1.6百万円）

物件販売： ・リノヴェックスマンション販売： 397億円

・その他不動産販売 ： 0.6億円

賃貸収入： ・一定水準の物件保有により、月間約1億円の安定した賃貸収入
を継続的に確保

その他収入：・仲介手数料による売上。一般ユーザー向け内装事業の拡充

4-2 2009年5月期 連結業績予想の内訳

(単位:百万円）

売上区分 金額 構成比 金額 構成比 前期比

物 件 販 売 45,978 96.9% 39,826 95.7% △ 13.4%

賃 貸 収 入 1,242 2.6% 1,200 2.9% △ 3.4%

そ の 他 収 入 227 0.5% 595 1.4% ＋161.8%

47,448 100.0% 41,622 100.0% △ 12.3%

2009年5月期
(業績予想）

売  上  高

2008年5月期



５．超長期住宅利用に向けた当社の取り組み

INTELLEXINTELLEX
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国土交通省が平成20年度から実施している、超長期住宅の普及啓発に
寄与するモデル事業に対して助成を行なう「超長期住宅先導的モデル事業」

国土交通省 平成20年度（第２回）超長期住宅先導的モデル事業に

当社の「リノヴェックス-インフィル超長期システム」が採択されました

5-1 超長期住宅先導的モデル事業

中古マンション専有部分の改修で、初めてのモデル事業となりました

長期住まいを可能にした「インフィル工法」例

▼均質な内装と施工性に優れた下地インフィル

▲耐久性に優れ、メンテナンスの容易な
給水給湯ヘッダーシステム
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■ 当システムの基本コンセプト

「良質なストックは、適切な改修を行うことで、流通され、長期に利用されること」

を幅広く、認知・理解してもらうこと

・フロー概要

5-2    リノヴェックス-インフィル超長期システム 基本コンセプト

膨
大
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク

適
合
証
明

インテ
リック
ス良

質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク

売主

売主
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テ
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へ

取得

①良質な
マンション
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②幅広い
利用対象者

③関係
者によ
る認知
効果

提案者

提案者・仲介・
サービサー

提案者・
仲介

提案者

提案者・
仲介

仲介

④先導的改修
⑤先導的
サポート体制

⑥長期
利用の
理解

ﾘﾉｳﾞｪｯｸｽ
ｲﾝﾌｨﾙ
超長期
ｼｽﾃﾑ
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先導的改修

■ 下地インフィル

■ 表層インフィル

 

既存スケルトン

下地インフィル

表層インフィル

・施工性の高いプレファブ化

・「六面断熱」パネル施工

・給湯給水、電気配線等のインフラ設備システム

職能に依存しない施工の均質化

断熱・遮音・可変性等の品質の向上

管理がし易い、将来対応型の安心設備システム

・間取り、設備、資材等を選べるセレクトインフィルシステム

住まい手のライフスタイルやニーズに合わせることが可能

5-3    リノヴェックス-インフィル超長期システム 概要①
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先導的サポート体制

■ 保証と長期サポート体制

■ 住宅履歴システム

・アフターサービス保証

長期利用に関する徹底的なサポート

将来的な改修、再流通の際にも安心のサポート

・住宅履歴ファイル、定期点検計画の配布

・長期定期点検サポート（35年）

・住宅履歴のシステム保管

5-4 リノヴェックス-インフィル超長期システム 概要②

⇒ 詳しくは、専用HPをご覧ください http://www.intellex.co.jp/rvinfill/



INTELLEXINTELLEX

６．市場の動向及び当社の位置づけ 【参考資料】
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25,711 26,742 26,980 28,747 29,077 28,932

66,617

25,640

95,802

102,485

116,247

100,535

87,444

77,632

42,000

1.5%

2.4%

3.4%
3.6%

3.8%

4.7%

5.2%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

'02年5月期 '03年5月期 '04年5月期 '05年5月期 '06年5月期 '07年5月期 '08年5月期 '09年5月期

(件数）

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

（シェア）
中古マンション成約件数
新築マンション供給戸数

当社シェア

(予想）

6-1 マーケットにおける当社の位置づけ

新築の供給は、景気動向
に左右されやすい傾向

中古マンション市場は、
安定したマーケットを形成

当社の市場シェアは、
年々、着実に増加の傾向

中古マンション市場における当社の販売シェア試算

（首都圏の中古マンション成約件数、新築マンション供給戸数との関係）

※（財）東日本不動産流通機構（東日本レインズ）のデータ及び㈱東京カンテイのデータを基に当社が作成

※新築マンション供給戸数は、暦年にて集計

当社ﾘﾉｳﾞｪｯｸｽﾏﾝｼｮﾝ販売件数
当社シェア ＝ ---------------------------

首都圏の中古ﾏﾝｼｮﾝ成約件数

用地･建築ｺｽﾄ増の影響で
新築市場は中期的に縮小

顧客の新築離れ現象で
リノベーションマンションに
シフトの可能性あり

新築は減少へ

当社ｼｪｱはUP
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6-2 リノベーション市場の長期的展望

首都圏における築年数別
マンションストック数の試算

築年数
リノベーション
の 必 要 度

10年

未満

10年
～

19年

20年
以上

概ね必要なし

物件によって
必 要

必要不可欠

280万戸

（戸数）首都圏における
マンションストックは
280万戸存在 （2006年）

※（株）東京カンテイのデータを基に当社が作成

■ リノベーションを必要とするマンションストックは確実に拡大

首都圏マンションストックで

４割以上がリノベーションを

必要とする築20年以上の

物件 （2006年：115万戸）

築20年以上のマンションは

2020年には２倍の規模へ

(2020年：222万戸)

リノベーション市場は今後

拡大していくのは確実
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6-3 新築マンション供給戸数との比較

■ ２００７年首都圏新築マンション事業者別供給戸数ランキング

出所：不動産経済研究所のデータを基に当社作成

リノヴェックスマンションの販売戸数リノヴェックスマンションの販売戸数

仮に首都圏の新築マンションの供給
戸数ランキングと比較した場合･･･

順位 社　　名 供給戸数

1 三井不動産レジデンシャル 3,558

2 日本綜合地所 3,411

3 野村不動産 2,834

4 大京 1,933

5 ゴールドクレスト 1,703

6 住友不動産 1,633

7 藤和不動産 1,596

8 大和ハウス工業 1,531

9 東京建物 1,439

10 コスモスイニシア 1,364

11 三菱地所 1,362

12 タカラレーベン 1,278

13 オリックス不動産 1,210

14 日神不動産 1,136

15 フージャースコーポレーション 1,111

16 モリモト 1,078

17 扶桑レクセル 949

18 山田建設 917

19 有楽土地 866

20 双日 861

2008年5月期の販売戸数1,504件

2007年供給ランキングで ９位に相当
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ノムコム (野村不動産アーバンネット）

「リノベーションマンション」

HOME’S
「リノベーションマンション特集」

All About 住まい
「リノベーション住宅」

■ 「リノベーションマンション」カテゴリーが続々誕生！

http://www.nomu.com/ http://sumai.homes.co.jp/ http://allabout.co.jp/

6-4 「リノベーションマンション」カテゴリーの認知・普及



７．コーポレート・データ 【参考資料】

INTELLEXINTELLEX

Ａｆｔｅｒ

Ｂｅｆｏｒｅ

Renovation
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7-1 売上区分別売上高及び売上総利益

(単位:百万円）

金額 利益率 構成比 金額 利益率 構成比 増減金額 増減率

物 件 販 売 3,399 13.7% 86.3% 894 4.7% 64.0% △ 2,504 △ 73.7%

賃 貸 収 入 462 73.1% 11.8% 426 69.9% 30.5% △ 36 △ 7.8%

そ の 他 収 入 76 89.6% 1.9% 75 43.2% 5.4% 0 △ 1.1%

3,938 15.4% 100.0% 1,397 7.0% 100.0% △ 2,541 △ 64.5%売上総利益

2008年5月期 2Ｑ 2009年5月期 2Ｑ 前2Ｑ比

売上区分別 売上総利益

(単位:百万円）
2
0

金額 構成比 金額 構成比 前2Q比

物 件 販 売 24,814 97.2% 19,167 96.1% △ 22.8%

賃 貸 収 入 633 2.5% 610 3.1% △ 3.5%

そ の 他 収 入 85 0.3% 174 0.9% ＋104.8%

25,532 100.0% 19,953 100.0% △ 21.9%

2009年5月期 2Q

売  上  高

2008年5月期 2Q 

売上区分別 売上高
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※その他不動産事業： ビル、戸建、土地等にかかる事業
※その他収入： 主に子会社インテリックス住宅販売による不動産仲介手数料の売上、

インテリックス空間設計による一般ユーザー向けリノヴェックス内装事業

7-2 セグメント別売上高

(単位:百万円）

セグメント 売上区分 金額 構成比 金額 構成比 増減金額 増減率

物件販売 21,376 83.7% 18,922 94.8% △ 2,453 △ 11.5%

賃貸収入 226 0.9% 213 1.1% △ 12 △ 5.7%

その他収入 41 0.2% 40 0.2% △ 1 △ 2.5%

21,644 84.8% 19,177 96.1% △ 2,467 △ 11.4%

物件販売 3,438 13.5% 245 1.2% △ 3,192 △ 92.9%

賃貸収入 406 1.6% 397 2.0% △ 9 △ 2.3%

その他収入 43 0.2% 133 0.7% 90 ＋208.1%

3,888 15.2% 776 3.9% △ 3,111 △ 80.0%

物件販売 24,814 97.2% 19,167 96.1% △ 5,646 △ 22.8%

賃貸収入 633 2.5% 610 3.1% △ 22 △ 3.5%

その他収入 85 0.3% 174 0.9% 89 ＋104.8%

25,532 100.0% 19,953 100.0% △ 5,579 △ 21.9%

2008年5月期2Ｑ 前2Ｑ比

　　　　　　　　　　　合　計

合　計

　　　　　　　　　　　小　計

中古マンション
再生流通事業

(ﾘﾉｳﾞｪｯｸｽ
ﾏﾝｼｮﾝ事業）

その他不動産
事　業

　　　　　　　　　　　小　計

2009年5月期2Ｑ
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リノヴェックスマンション販売の概要

7-3 2009年5月期 第2四半期 物件販売の状況①

当2Qの販売件数 ※その他不動産： ビル、戸建、土地等

2008年5月期2Ｑ 2009年5月期2Ｑ 前2Ｑ比
（参）2009年5月期

予想数値

752 691 △ 8.1% 1,547

17 6 △ 64.7% 3

769 697 △ 9.4% 1,550　合　計　（件）

　リノヴェックスマンション

　その他不動産

2008年5月期2Ｑ 2009年5月期2Ｑ 前2Ｑ比
（参）2009年5月期

予想数値

18.5 19.9 +1.4年 ー

63.6 64.4 +0.8㎡ ー

28,425 27,384 △ 3.7% 25,700

　販売物件 平均面積（㎡）

　販売物件 平均築年数（年）

　平均販売価格（千円）
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リノヴェックスマンションのエリア別販売動向分析

7-4 2009年5月期 第2四半期 物件販売の状況②

エリア区分 販売件数 エリアシェア 平均単価 販売件数 前2Ｑ比 エリアシェア 平均単価

東京都23区 298 39.6% 38百万円 295 △ 1.0% 42.7% 34百万円

東京都下 83 11.0% 23百万円 63 △ 24.1% 9.1% 22百万円

神奈川県 236 31.4% 22百万円 210 △ 11.0% 30.4% 22百万円

埼玉県 91 12.1% 20百万円 85 △ 6.6% 12.3% 20百万円

千葉県・他 44 5.9% 17百万円 38 △ 13.6% 5.5% 20百万円

合　計 752 100.0% 28百万円 691 △ 8.1% 100.0% 27百万円

2008年5月期2Ｑ 2009年5月期2Ｑ
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リノヴェックスマンションのエリア別仕入状況

7-5 2009年5月期 第2四半期 物件仕入の状況

当2Qの仕入概要 ※その他不動産： ビル、戸建、土地等

セグメント 件数 金額 件数 前2Ｑ比 金額 前2Ｑ比

リノヴェックスマンション 762 171億円 528 △ 30.7% 80億円 △ 53.3%

その他不動産 9 3億円 5 △ 44.4% 3億円 ＋0.8%

合　　計 771 174億円 533 △ 30.9% 83億円 △ 52.4%

2008年5月期2Ｑ 2009年5月期2Ｑ

エリア区分 仕入件数 エリアシェア 平均単価 仕入件数 前2Ｑ比 エリアシェア 平均単価

東京都23区 330 43.3% 29百万円 161 △ 51.2% 30.5% 17百万円

東京都下 88 11.5% 18百万円 54 △ 38.6% 10.2% 16百万円

神奈川県 250 32.8% 17百万円 207 △ 17.2% 39.2% 13百万円

埼玉県 68 8.9% 16百万円 72 ＋5.9% 13.6% 13百万円

千葉県・他 26 3.4% 13百万円 34 ＋30.8% 6.4% 12百万円

合　計 762 100.0% 22百万円 528 △ 30.7% 100.0% 15百万円

2008年5月期2Ｑ 2009年5月期2Ｑ
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11.1%

11 .4%

11 .5%

19 .8%

19 .8%
1 .2%

9 .9%

2 .7%

0 .9%

1 .4%

4 .9%
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0.7%

0.9%

1.2%

0.9%
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75 .8%

71 .3%

70 .9%
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2007/05
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金融機関 外国法人等 証券会社 その他国内法人 個人その他

【株主構成（所有株数別）の推移】

（直近）

株主数： 3,466名

株主数： 3,469名

株主数： 4,240名

個人投資家

7-6 株式の状況

株主数： 3,771名

前期末（2008.5）より、株主数は469人減少
個人投資家は、1.2ポイント増で77.0％

【大株主の状況】

■発行済株式数： 61,500株

■株 主 数： 3,771人（前期末比△469人）

所有株数 （株）
議決権比率

（％）

山本　卓也 24,136 39.2

株式会社イーアライアンス 10,000 16.3

インテリックス従業員持株会 2,384 3.9

山本　貴美子 1,330 2.2

北沢産業株式会社 714 1.2

エイチエスビーシー　バンク　ピー
エルシー　クライアンツ　ノンタッ
クス　トリーティ

706 1.1

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口） 407 0.7

山本　一夫 375 0.6

三菱ＵＦＪキャピタル株式会社 355 0.6

日本土地建物株式会社 350 0.6

2008年11月末
大  株  主  名
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【沿革】【会社概要】

7-7    会社概要及び沿革

宅地建物取引業者として国土交通大臣免許を取得（登録（１）第6392号）

平成18年 ９月 神奈川県藤沢市に湘南藤沢店を設置

平成16年 ９月 不動産鑑定業者として東京都知事登録（登録（1）第1934号）

平成17年 ４月 ＪＡＳＤＡＱ証券取引所に上場（証券コード：8940）

７月 商号を株式会社インテリックスに変更

事　項

平成７年 ７月
東京都世田谷区に内装工事を目的として資本金1,000万円で
株式会社ブレスタージュを設立

年　月

平成８年

平成15年 ６月

平成10年 ２月 株式会社インテリックス空間設計（現・連結子会社）を設立

平成８年

平成15年 ２月 横浜市西区に横浜支店を設置

平成12年 ７月 取扱物件の情報管理のための「総合管理システム」を完成、導入

宅地建物取引業者として東京都知事免許を取得（登録（１）第73719号）
中古マンション再生流通事業（リノヴェックスマンション事業）を開始

平成19年 ５月 東京証券取引所市場第二部に上場

２月

平成13年 ７月

平成15年 ２月

株式会社エムコーポレーション（現・株式会社インテリックス住宅販売、
連結子会社）の全株式を取得

当社グループの株式会社セントラルプラザを吸収合併

平成19年 ９月 東京都新宿区に新宿店を設置

平成19年 12月 ＪＡＳＤＡＱ証券取引所における株式を上場廃止

　　　　　（2008年11月30日現在）

社 名 株式会社インテリックス

設 立 1995年（平成7年）7月17日

代 表 者 代表取締役社長　山本 卓也

資 本 金 11億3,615万円

発行済株式数 61,500株

上 場 市 場 東京証券取引所市場第二部

証 券 コ ー ド 8940

決 算 日 5月31日

ホ ー ム ペ ー ジ http://www.intellex.co.jp

従 業 員 数 連結244名、単体146名
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当資料に記載された内容は、2009年1月現在において一般的に認識されている経済・社会などの
情勢および当社の経営陣の仮定及び判断に基づくものであります。

これらの記述は、経営環境の変化などの事由により、予告なしに変更される可能性があります。
従いまして、当社の業績などの予測を立てられる際に、当資料に全面的に依拠されることはお控え
くださいますようお願い致します。投資に関しての最終的なご判断は、ご自身がなされるようお願い
申し上げます。

ＩＲに関するお問い合わせは、

経営企画部 ＩＲ室 阿部/原 まで御願い致します。
TEL: 03-5459-3739 E-Mail: ir@intellex.co.jp

http://www.intellex.co.jp/


